
 

 

国際認知度向上をめざした 

合成メタンの「e-methane（イーメタン）」への呼称統一について 

 

2022年 11 月 22日 

一般社団法人 日本ガス協会 

 

 一般社団法人 日本ガス協会（以下、「日本ガス協会」）は、「カーボンニュ

ートラルチャレンジ 2050」（2020年公表）、「カーボンニュートラル 2050 ア

クションプラン」（2021 年公表）に基づき、カーボンニュートラルを実現する

ための取組みを進めております。 

実現に向けた有力な手段として位置付けるメタネーションにより製造された

「合成メタン」を国内外のより多くの方々に知っていただくため、「e-methane

（イーメタン）」の呼称に統一していくことを、11月 22日に開催された「メタ

ネーション推進官民協議会」にて提案し、合意をいただきました。 

今後は、都市ガス業界のみならずメタネーションに取り組む幅広い関係者に 

e-methaneの呼称およびロゴマークを使用いただくことで、合成メタンの国際認

知度向上に貢献してまいります。 

【ロゴマーク】 

 

【e-methaneの定義】 

 グリーン水素などの非化石エネルギー源を原料として製造された合成メタン

に対して用いる呼称とする。 

 

【eに込めた想い】 

① S＋3E の実現 

合成メタンは、エネルギー政策を進める上での原則である S＋3Eを実現す

るエネルギーであり、社会実装に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

② 再生可能エネルギーの活用によるカーボンニュートラルの実現 

トランジション期においては、ブルー水素等も活用し、合成メタン

(e-methane)の普及拡大を図り、将来的には再生可能エネルギー由来の電

気（electro）から製造されたグリーン水素を活用することで、カーボン

ニュートラルの実現に貢献してまいります。 

 

エネルギー政策を進める上の大原則としての、安全性（Safety）を前 

提とした上で、エネルギーの安定供給（Energy Security）を第一とし、経済効率

性の向上（Economic Efficiency）による低コストでのエネルギー供給を実現し、

同時に、環境への適合（Environment）を図る。 

出典：第 6 次エネルギー基本計画 



（参考） 

 

 出典：第 6 回クリーンエネルギー戦略検討合同会合 資料１より抜粋 

以 上 
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